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１．目的

低改良率セメントコラム工法では，地盤条件や杭が支持層に着底しない形式では，不同沈下が大きくなる場

合があり，それを軽減するための補助工法（浅層改良板，ジオテキスタイル）が必要となることがある．以下，

その不同沈下量の算定方法を提案する．

２．提案する計算方法

図―１に不同沈下低減策に浅層改良を採用した低改良率セメントコラム工法の概念を示す．本工法は，改良

杭間上に塑性角θでアーチが形成され，改良杭間で支持されるため，その分，杭の応力負担が軽減され，低改

良率でも杭の設計が可能となる（参考図参照）1,2)．このため，低改良率なため経済的に圧密沈下を減少させ

工期が短縮できる利点がある．以下に，セメントコラムとコラム間で生じる不同沈下量の計算方法を示す．

不同沈下量 ： δs= Ssoil －Scol・・・・・・・・・・・・・・・・（１）

ここに，

浅層改良下の未改良部の沈下量： Ssoil=L1・Psoil／E4・・・・・・・・・・・・・・（２）

改良部の沈下量 ： Scol=L1・Pcol／E5・・・・・・・・・・・・・・・（３）

地盤の変形係数：E1

改良杭の変形係数：E2

浅層改良板の変形係数：E3

浅層改良下未改良地盤の平均変形係数：E4, ସܧ = −ଵܮ)ଵܧ} (ଶܮ + ଵ・・・（４）ܮ/{ଶܮଶܧ

浅層改良，杭部と杭下未改良地盤の平均変形係数：E5, ହܧ = −ଵܮ)ଵܧ} (ଶܮ + −ଶܮ)ଶܧ (ଷܮ + ଵ・・・（５）ܮ/{ଷܮଷܧ

図１不同沈下量の計算方法の概念図（浅層改良の場合）

【参考図：アーチ／複合地盤の E3 と E5】
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３．計算結果と考察

表 1 のジオテキスタイルと浅層改良工法を補助工法とした計算条件（Ap=10.02%，24.24%）を示し，計算結

果を杭の長さ L2と関係で図 2 と図 3 に示す．浅層改良の方が，ジオテキスタイルより不同沈下量を軽減する

結果となっている．また，不同沈下量の逆転が，杭部の沈下量が杭間部の沈下量を上回る場合，（１）式にお

いてδs＜0 の場合がある．計算の２条件のいずれの場合も，改良杭長 L2が短くなるほど不同沈下が小さくな

り，短くなりすぎるとこの逆転が生じる．Ap=10.02%の場合は，L2=2m，Ap=24.24%の場合は，L2=3.5m で逆転

が生じる．実際には，不同沈下が逆転（杭沈下量＞杭間沈下量）が一部でみられ興味深い．紙面の都合から，

ジオテキを補助工法とした不同沈下の計算方法については当日報告したい.
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表 1 計算条件

定数 記号
ジオテキスタイル 浅層改良

単位計算例１ 計算例２ 計算例３ 計算例４
改良率 Ap 10.02 24.24 10.02 24.24 %
盛土高さ He 5 5 5 5 m
改良直径 d 1 1 1 1 m

改良体間長 l（=λ-d） 1.8 0.8 1.8 0.8 m
改良強度 quck 500 500 500 500 kN/m2

浅層改良の変形係数 E3 － － 50000 50000 kN/m2

改良体変形係数 E2 50000 50000 50000 50000 kN/m2

粘性土の変形係数 E1 1000 1000 1000 1000 kN/m2

盛土の単位体積重量 γ 19 19 19 19 kN/m3

塑性角 θ 80 80 85 85 度
改良体作用応力 Pcol 530 324 202.3 201.9 kN/m2

未改良土作用応力 Psoil 46.6 21.7 83.1 60.8 kN/m2

応力分担比 Pcol/Psoil 11.4 17 2.4 3.3
粘性土層厚 L1 20 20 20 20 m
浅層改良厚 L3 0 0 1 1 m

（i）Ap=10.02% (ii) Ap=24.24%
図 2不同沈下量の計算結果（ジオテキスタイル）

（i）Ap=10.02% (ii) Ap=24.24%
図 3不同沈下量の計算結果（浅層改良）

-4.00

-3.00

-2.00

-1.00

0.00

1.00

2.00

3.00

4.00

5.00

0 5 10 15 20

沈
下
量
（ｍ
）

改良杭長，L2（ｍ）

Scol

Ssoil

不同沈下

-4.00

-3.00

-2.00

-1.00

0.00

1.00

2.00

3.00

4.00

5.00

0 5 10 15 20

沈
下
量
（
ｍ
）

改良杭長，L2（ｍ）

Scol

Ssoil

不同沈下

-4.00

-3.00

-2.00

-1.00

0.00

1.00

2.00

3.00

4.00

5.00

0 5 10 15 20

沈
下
量
（ｍ
）

改良杭長，L2（ｍ）

Scol

Ssoil

不同沈下

-4.00

-3.00

-2.00

-1.00

0.00

1.00

2.00

3.00

4.00

5.00

0 5 10 15 20

沈
下
量
（ｍ
）

改良杭長，L2（ｍ）

Scol

Ssoil

不同沈下

不同沈下の逆転

土木学会第67回年次学術講演会(平成24年9月)

 

-68-

 

Ⅲ-034

 


